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は、遺 伝 子 を人
工的に操作する
ことで、別の種類
の遺伝子を組み
合わせたり、組み
換えたりする技
術です。医学分野
での利用も進み、
糖尿病治療に使うインスリン、ヒト成長ホルモン、
B型肝炎ワクチンなどに応用されています。
　ワクチンの開発は、私が医者を志したときから
の夢です。しかし、私たちが取り組んでいる基礎
研究から製品開発へとつなげることは簡単では
ありません。また、遺伝子工学を駆使するといっ
ても、研究室の中だけではできません。感染症の
流行地に出かけ、現地の状況を自分たちの目で見
て研究を進めています。この10数年は、国内の
さまざまな研究組織にとどまらず、世界保健機関
（WHO）など国際機関や海外の研究組織との連
携も強めています。
マラリアやデング熱のワクチン 
困難だが開発し貢献したい
　研究テーマの一つであるシャーガス病は、「ク
ルーストリパノソーマ」という原虫が感染すること
で引き起こされる、南米で流行している感染症で
す。5～10歳のころに感染すると、心臓や消化管
の筋肉に原虫が住みつきます。しばらくは感染し
たことに気づきませんが、10年ほど経つうちに、
約3割の感染者で心疾患が進行し、消化器疾患
（巨大食道や巨大結腸）などを引き起こし、やが
て亡くなってしまいます。
　クルーストリパノソーマはサシガメという昆虫
が媒介します。夜、サシガメは血を吸うとともに
トリパノソーマを含む糞を排泄します。若い人た
ちが虫に刺され、やがて病気で死んでいくのです
平山謙二教授（熱帯医学研究所免疫遺伝学分野）
熱帯地域の重要な感染症を分子レベルで研究
熱帯医学研究所免疫遺伝学分野の平山
謙二教授（右端。ベトナム・ホーチミン市
第2小児病院にて）
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　重症熱性血小板減少症候群（SFTS）は、中国
の研究者らが2011年に初めて報告したウイルス
による感染症で、マダニに噛まれることによって
感染します。
　中国でみつかる前の2005年に、長崎県でも2
例の報告がありました(当時は診断がつきません
でしたが、その後の検査でわかりました)。国立
感染症研究所によると、2016年4月までの患者
数は西日本を中心に175人で、そのうち46人が
死亡しています。日本で亡くなった方はいずれも
50歳代以上で、70歳代以上が37人を占めてい
ます。2013年以降、長崎県でも9人の感染者が
発生し、2人が亡なりました。
　マダニに噛まれてから発症するまでには、6日
～2週間の潜伏期があります。発症すると、まず
発熱や消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、下痢、
腹痛）が現れます。さらに、頭痛、筋肉痛、神経症
状（意識障害、けいれん、昏睡）、リンパ節腫脹、
呼吸器症状（咳など）、出血症状（紫斑、下血）な
ど、さまざまな症状を引き起こします。特に高齢
者は重症化しやすく注意が必要です。
　今のところ有効な薬剤やワクチンがなく、治療
はそれぞれの症状を抑える対症療法になります。
したがって、マダニに噛まれないことが最も大切
な予防法となります。もしマダニに噛まれたら、
体調の変化に注意し、発熱などの症状が出た場
合は、すぐに医療機関で診察を受けましょう。
　マダニの主な生息場所は、野生動物が多い森
林や草むらですが、民家の裏山や裏庭、畑やあぜ
道にもいます。野山に行くときは、長袖、長ズボン
など肌を露出しない服装にします。また、虫除け
スプレーなども併せて使用するとよいでしょう。
　帰宅後は、服や皮膚にマダニがついていないか
チェックします。マダニは、からだについてもすぐ
には吸血しないので、すぐにシャワーを浴びたり
入浴したりすることで洗い流せます。
　マダニは、SFTS以外にもさまざまな病気をう
つします。もし吸血中のマダニが見つかった場合
は、自分で除去することは難しいので、皮膚科を
受診するようにしてください。
マダニからうつる新しく見つかった感染症
草むらなどでは肌を露出しないようにSFTS  （重症熱性血小板減少症候群）
新興・再興感染症
が、住民はもちろん国にもお金がなく、十分な対
策が立てられていません。トリパノソーマを殺す
薬剤はありますが、シャーガス病のワクチンや治
療薬はありません。こうしたなかで、私たちは重
症患者の遺伝子解析を行い、またトリパノソーマ
が人の細胞の中でどんなことをしているのかを分
子レベルで解析し、ワクチンや治療薬の開発に結
び付けようとしています。
　同様に、マラリアやデング熱でも、遺伝子や免
疫の解析を行っています。まだワクチンの開発に
は至っていませんが、遺伝子工学の発展はめざま
しく、将来、こうした感染症のワクチンや治療薬
を開発できると確信し、努力を続けています。
次号（2016年7月号）では
「長崎大学病院小児科」を取り上げます。
次号（2016年7月号）では、 
「デング熱」を取り上げます。
